事務様式４（戦略的国際科学技術協力推進事業・研究交流型）
戦略的国際科学技術協力推進事業
　研　究　計　画　書（単年度版）　

平成　２２　年度
研究交流の題名「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
	　○　本研究交流計画書は年度毎に作成していただくこととしています。
· これまでの進捗状況、成果等を反映して、当該年度に実施する研究交流計画に関し、参加研究者名、実施内容、経費計画等を記載願います。



平成　　年　　月　　日
　研究代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

様式1－１：日本側チームの研究者
	　氏　名
	所属
	役職
	学位
	本研究における役割

	(リーダ)
	
	
	
	

	(研究者)
	
	
	
	


様式1－２：相手国側チームの研究者
	　氏　名
	所属
	役職
	学位
	本研究における役割

	(リーダ)
	
	
	
	

	(研究者)
	
	
	
	


様式２：現時点までの平成21年度における研究交流の経過（概略）
	


様式３：平成22年度の「研究目的及び内容」
	(記入欄)　 



様式３の記載に際してご留意いただきたい点：
（１）記入内容を契約書に転記することを予定しています。前年度と大きく趣旨が変わらない場合も、必ずご記入下さい。300～350字程度を目安にお願いします。
（２）記載は、以下のフォーマットでお願いします。

①「本研究は○○を目的とする。」
－実際に達成する事柄を簡潔に記載。
②「具体的には日本側の○○技術と、（相手国名）側の○○技術を組み合わせ、○○する。
－双方の分担及び研究内容を具体的に記載。
③「平成22年度は、○○をする。」
－双方の分担及び研究内容を具体的に記載。

④「本共同研究で日（相手国名略称）が交流を通じて相互的に取り組むことで、○○が期待される。」 

－本研究により当該分野で将来期待される事柄を簡潔に記載。
※本計画書は単年度の計画書のため、③に重点を置いて記載願います。①、②、④の記載は、本研究の全実施期間を通じての内容で差し支えございません。
様式４：平成22年度の研究交流計画(日本側チームと相手国側チームとの主な役割分担の記載を含む)

	


様式５：平成22年度の経費計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
	事項
	支出の概要（間接経費以外の各細目について記載）
	金　額

	区分
	費目
	細目
	
	

	直接経費  
	研究交流費
	旅費
	
	

	
	
	ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ等開催費
	
	

	
	
	小  計
	
	

	
	試験研究費
	設備備品費（一式で20万円以上のもの）
	
	

	
	
	消耗品費（一式で20万円未満のもの）
	
	

	
	
	謝金等
	
	

	
	
	その他
	
	

	
	
	小  計
	
	

	間接経費
	
	
	
	

	
	
	合　　計
	
	


※原則的に当初申請に沿ってご記入下さい。
※「支出の概要」欄のご記入に際しては、別紙の記入例をご参照下さい。
※設備備品費は原則ゼロとして下さい。万一やむを得ず本研究交流に不可欠な設備備品費の支出をご希望される場合は、支出の明細と支出が不可欠であることの理由を、別紙（様式自由）にご記載の上、ご申請下さい。機構側で検討いたします。
※間接経費は、原則として直接経費（研究交流費と試験研究費の合計）の10%以下となるようにお願いします。
※予算との関係で支出金額を調整させていただく場合があります。
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